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コ ン ピ ュ ー タ 上 の ス ク リ プ ト 環 境 
処 理 全 体 の 制 御 ： シ ェ ル ス ク リ プ ト 
多 目 標 モ デ ル 　 　： 反 復 的 目 標 計 画 法  
単一目標混合整数計画問題　： 　 近 似 計 算 手 続 き 






　  ・マトリックス 

































（６）第 n 工程での生産リードタイムは LP nである。即ち，t 期中に生産され
た品目は t＋LP n期中に加工済み在庫点に納入される。また引き取り














J 1 ：最終工程を除いた工程の集合 
K ：段取り替えが必要な工程の集合
sn ：第 n 工程の直後工程（）

 ：i 製品の t 期の納入内示量
	
 ：第 n 工程の t 期の基準生産能力（時間）

 ：第 n 工程での i 品目の単位量当たり加工時間
 ：第 n 工程での i 品目の段取り替え時間（）




 ：第 n 工程での i 品目の初期加工済み在庫量


 ：i 製品の初期納入待ち在庫量（n＝１の場合）及び第 n 工程の後工
程 sn への i 部品の初期加工待ち在庫量（の場合）
	
 ：第 n 工程の i 品目についての生産仕掛量（）
	
 ：第 n 工程の i 品目についての引き取り仕掛量（）

 ：第 n 工程の加工済み在庫点における i 品目の t 期末目標在庫量

 ：納入待ち製品在庫点及び加工待ち在庫点における i 品目の t 期末目
標在庫量
 ：第 n 工程の i 品目についての計画期間全体の生産割当量
 ：第 n 工程の i 品目についての計画期間全体の引き取り割当量




































































：   生 産 工 程 
：   物 の 流 れ  ：   指 示 情 報 の 流 れ  ：   在 庫 点  

 ：第 n 工程での i 品目の t 期末における加工済み在庫量

 ：i 製品の t 期末における納入待ち在庫量（n＝１の場合）及び第 n
工程の後工程 sn への i 部品の t 期末の加工待ち在庫量（の
場合）
	




 ：第 n 工程の i 品目について t 期末に計算される t＋１期の加工済み
在庫からの引き取り指示量

 ：第 n 工程での i 品目の t 期中の実際の生産量

 ：第 n 工程での i 品目の t 期中の実際の引き取り量
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sum（n in１..N，i in１..M）U０（i，n）＋zrminus − zrplus＝０（３５）
!!! Goal Constraints（３）－（４）














goal（１）：＝zrplus − zrminus （３８）













































































if getparam（’XPRS_mipsols ’）＝０ then





writeln（’Goal１：MIP Solution is obtained ’）











writeln（’goal（２）value ＝ ’， getact（goal（２）））
cutoff２：＝getact（goal（２））／（１＋ALPHA） （４９）
setparam（’XPRS_mipabscutoff ’，cutoff２）

















統 合 環 境 の 提 供  ：  モ デ リ ン グ シ ス テ ム 
処 理 全 体 の 制 御  ：  モ デ リ ン グ シ ス テ ム 
解 き 方 の 指 示  
最 適 化 モ ジ ュ ー ル  













































































































（３）オペレーティングシステム（OS）Windows XP Professional SP１
（４）数理計画ソフトウェア Xpress-MP Release２００６A
モデリングシステム Xpress Mosel Version１．６．２















































































































































































＝３０分， ＝３０分， ＝３０分， ＝３０分
初期指示量および補充目標在庫水準



















































































































































照するとよい。また Linear Programming FAQのホームページ［４０］上にもモデ
ル記述言語についての解説がある。なおモデル記述言語の近年の進展について
は，Atamturk-Savelsbergh［２７］，Kallrath（ed．）［３８］などが詳しい。
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